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科目名 
 

日本語音声学A 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

増田 正子 

授業テーマ 
 日本語音声のしくみを考える 
授業の概要と目標 
  日本語の音声・音韻の概略と特色を、日常のさまざまな疑問に答える形で考えていく。 
前半は、音声学の基本的事項を理解し、後半は、日本語の母音・子音、さまざまな音声現象を具体例を通して明らかにしてい

く。 

評価方法 
 期末の記述試験、発表、小テストによって評価する。 
 出席状況も平常点とする。 

テキスト 
 基本的にはプリントを配布する。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 講義時に適宜紹介する。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 
 

１．人間の言語の特質、言語の機能、言語行動と非言語行動について 
２．音声と音韻、音韻の単位、分類 

３．日本語の音韻の特色 

４．日本語の母音 

５．日本語の子音（１） 

６．日本語の子音（２） 

７．日本語の子音（３） 

８．日本語の子音（４） 

９．拍の構造、特殊拍について 

１０．さまざまな音声現象についての疑問と解明（１） 

１１．さまざまな音声現象についての疑問と解明（２） 

１２．さまざまな音声現象についての疑問と解明（３） 

１３．さまざまな音声現象についての疑問と解明（４） 

１４．さまざまな音声現象についての疑問と解明（５） 

１５．記述試験 

 

 


